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●髪置も袴着も帯解も、いずれも七五三の元となった幼児の通過儀礼で、公家や武家の上流

社会で行われていた行事です。これらの儀礼が大衆化して七五三のお祝いになったようです。

●「髪置」は幼児が初めて髪を伸ばすときに行う儀式です。江戸時代、公家は二歳、武家・

民間では三歳の11月15日にすることが多く、無病息災を祈る儀式でした。「袴着」は平安時

代の宮廷社会で行われていた通過儀礼で男女とも三歳から七歳のころ初めて袴を着ける儀式

を言いました。「帯解」は付け帯を解いて普通の帯に変えることです。男子は五歳から九歳

まで女子は七歳の時に行い、11月の吉日に行う儀礼です。帯直しとも呼ばれていました。

●いずれも現在の七五三儀礼と不可分の関係です。ここまで幼児が無事に育ち子供としてこ

れからも無病息災で大人へとなっていくことを願う重要な儀式だったのでしょう。通過儀礼

は今までの状態を脱して、新たなステップアップが要求される儀礼でもあります。それは社

会的立場・能力、精神的成長を求められることです。幼児や子供のままではいられないと言

うことを本人も親も認識し、社会に宣言する儀式です。幼児から子供への通過儀礼はまだし

も、元服や成人式は大人として社会的責任と義務を負う、誕生と死に継ぐ重大な通過儀礼で

す。武将は死をかける戦場に立つことになります。元服は社会存在宣言の儀礼なのです。

●社会存在となることの自覚とそれを実践する能力・精神的成熟が求められる現代の元服は

法律で20歳から18歳に下げられましたが、それで社会全体の幼稚化が止められたかは、はな

はだ疑問です。通過することは何かを過去に譲り、未来に何かを獲得することです。老人も

現役も政治家も宗教者も若者も、各々の通過儀礼には必ず痛みを伴いながらも、自分の過去

に様々な資産（智慧と経験）を譲り渡し未来に新たな資産を獲得することです。今ある資産

に執着することに成長はなく、それは煩悩に任せた悪のなせる業とお釈迦様は教えています。
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狂言綺語…天災と人災
季節の変わり目には体調を崩しやすいといいますが、変わり目が曖昧になってしまった昨今の気象状況で
はどの時点で季節の変化による体調不良と言って良いのか判然としません。春は花粉、梅雨時の湿気、夏の
猛暑、秋の長雨、冬の寒さと体調を崩す理由を探すに事欠きませんが、実はその原因は朝晩の寒暖差や気圧
の変化などで自律神経の乱れが身体へ影響を及ぼすからのようです。その結果頭痛やだるさなどの心身の不
調へ繋がるとのこと。根本原因が天候要因では医療機関にかかっても症状を緩和する対処療法しかないはず
です。相手が自然では戦っても勝てるはずがなく、季節の変わり目に自らの体を順応させられるように栄養
バランスの良い食事と充分な睡眠を取ることだという、当たり前のことを実践することが一番なのでしょう。
今年の秋は特に季節が激しく行ったり来たりしているようです。11月になっても20度を超える日が続いた
かと思えば、いきなり霜が降り山は初冠雪です。ところが翌日にはまた20度を超える暖かい日。これを小春
日和と呼んで季節変化の一服を味わうのが例年の秋なのですが、今年は気象の急激な変化に体が戸惑うばか
りです。例年なら5月から9月は散歩の度に蛇の出現に注意を払わなければならないのですが、今年の暑い夏
に蛇に遭遇することは殆どありませんでした。逆に10月から11月に掛けて毎日のように蛇に出会いました。
猛暑の間は息を潜めていた蛇にちょうど良い気候になったのでしょう。ところが急に寒い日が来て道路で動
けなくなった蛇を何度か見ることになりました。暖かくなり寒くなりまた暖かくなる気候の波に翻弄される
のは、生き物共通のようです。上手に変化の波に乗りきったものだけが生き残ることになるのでしょう。
私たちは気候変動を地球温暖化が原因としています。そして炭酸ガス排出量の抑制が全世界の課題として
話し合われ対策が取られていますが、足並みが揃わず遅々として進まない現状があります。気候変動を科学
で抑制可能な人災と判断していると言うことなのでしょう。しかし災害は気候変動が引き起こすものだけで
はありません。火山爆発や地震・津波などは予知まではなんとか出来そうですが、その原因を科学的に除去
する方法が見あたらない災害もあります。誤解を恐れずに言えば気候変動も温暖化が唯一の原因と考えられ
ていますが、本当にそれが唯一無二の原因なのでしょか。自然現象を原因、それがもたらす災害を結果と観
て、因果を分けて考える必要があるのではないでしょうか。自然現象を科学的に判断しそれを人間が制御で
きるはずだとする考え方を捨てて、自然現象は人の知恵も制御も及ばないもの、まずそこから出発して、私
たちはその現象が引き起こす結果にどのように備え対処できるかを観ていくことが必要だと考えます。
東日本大震災の時にこの災害は「天罰」であるとの発言を述べ激しい非難に晒された政治家がいました。
また仏教界からも同様の発言をする方がありました。今ここでその発言の真意を語る用意が出来ていません
が、その非難の根底には因果応報の思想があることから来る天罰発言非難だと思われます。生き物は善悪の
因縁に応じて吉凶禍福の果報を受けることと言う考えが、因果応報です。善因には富楽などの善果を受け、
悪因には貧苦などの悪果を受けること。つまり自然災害を天罰と捉えるならば、被災した人たちは天罰を受
けるにふさわしい行為を過去において行ってきた悪果なのだと言えてしまうと言うことです。「行為」は仏
教の言葉で「業」です。人のなした業が善因善果、悪因悪果となると考えるならば、自然災害は天罰によっ
て引き起こされる人災だと言うことになります。この論理が荒唐無稽で受け入れがたいことは論を待ちませ
ん。因果応報の考え方で、仏教伝来以来日本人の意識下に勧善懲悪的な道徳観が培われてきた結果なのです。
自然災害を道徳の範疇で語ることは全く意味を持ちません。地震や豪雨は自然現象です。どうやっても人
智の及ばない宇宙のはたらきです。仏教者が自然現象とその災害について語るときは、因果応報という道徳
観で語ってはならないのです。仏の道は因果応報の鎖を断ち切り、二度とこの世界（此岸）に戻ることのな
い悟りの世界（彼岸）への道を進むことにあるからです。仏教者は自然現象をありのままに観てありのまま
に受け入れる者のことです。これは「信」です。しかしそれに伴う災害は私たちの生きる娑婆世界での歩み
の障壁となる災いです。この災害の中も歩みを止めず信の道を歩むことが「行」です。自然現象は宇宙のは
たらきですが、自然現象に対する備えと対応は人が行うものです。すなわち自然現象に伴う災害は人為的な
ものです。自然現象は天の災い（天災）ですが、それに伴う災害は人の災い（人災）なのです。因果応報の
考えを絶ちきって、ありのままに観た（信）自然現象が引き起こす災害への対処（行）が仏の道の信行であ
ると考えるならば、災害は自然現象に対する備えをおろそかにし、対応を誤った為政に対する天罰と考える
ことができるのです。鎌倉時代に日蓮聖人が時の政治に対し建白した「立正安国論」は、「邪法の流通によ
り正法が衰微し、その結果、善神捨国（邪法がはびこると国を護る神々が離れていく）となり災害が発生す
ると」言う当時の自然災害に対する一般的な認識に沿った政治批判書でした。自然現象の激甚化によって引
き起こされる様々な災害を、正しい法（正法）によって防ごうと考えたのです。当時、一般的にそれを天罰
と呼びました。日蓮聖人は天変地異による災害は自然発生的にもたらされる宇宙のはたらきではなく、人為
的災害であると見なすべきである。つまり政治の問題であり、災害に対する備えや民衆に対するその場の場
当たり的な対応ではなく、自然現象に対する確固たる思想・理念が必要だと考えました。ですから日蓮聖人
は祈祷などの宗教的方法ではなく時の政治権力者である執権に建白書「立正安国論」を提出したのです。彼
は時代的な制約の中でそれを天罰といったことと理解しなければなりません。建白書の本質は、自然現象は
宇宙のはからい、災害は人のはからいと観て、今、何を信行すべきかを考えることだったのです。災害の犠
牲者は常に民衆です。その被害を最小限に食い止めることが出来るのは為政の力と彼は考えたのです。


